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トルコ

今月の顔

　200 4年5月の時点で、トル

コはたばこ規制枠組み条約

（FCTC）を批准していないが、すで

にたばこの規制法が1996年に施

行され公共の場での喫煙は禁止、

たばこ広告も規制されている。し

かし、イスタンブールのマルモラ大学に勤務する小児科医

エリフ・ダグリ教授は次のように語る。「トルコの成人男性

の喫煙率はいまだに50%以上と高く、FCTCを批准し、さらな

るたばこ規制の法整備が必要です。」

　トルコの抱える問題として成人男性の喫煙率以上に深刻

なのが、50%を超える医師の喫煙率である（1993年の調査で

は男性で52.9%,　女性でも41.0%と成人男女の喫煙平均を

超えているーTurkish Journal of Smoking and Health 

1:7-11）。ダグリ教授は「医療従事者への喫煙対策」と、小児

科医として取り組んでいる「子供の防煙教育」の二つを、ト

ルコのたばこ対策の柱にするべきだと主張する。

健康増進法と喫煙問題

特集／健康増進法

～今明かす成立までのいきさつ～

■トルコ（20歳以上）の成人喫煙率〈1997～1998年〉

男性

50.9%
女性

10.9%

高原●国民健康づくり運動が昭和53年（1978

年）にはじまり、これが10年サイクルで

プラクティカルなキャッチコピーを生

んできました。「1日1万歩」、「8020」など

といったものですが、21世紀の国民健康

づくりに向けた第3次計画の策定にあた

り、当時、地域保健・健康増進栄養課長の

責任で何をポイントに進めようか考え

あぐんだ挙句、21世紀向けだから「健康

日本21だ！」と叫んだんですよ。キャッ

チコピーが先に出来たわけで、やる以上

は法律をつくっていこうということに

なりました。国民の健康づくりのもう一

つの流れに健康診断事業があります。職

場、地域、学校など一応各層の健康診断

をやっていますが、終始一貫したもので

はありません。せめて長・短期のデータ

を 生 か し て 生 涯 に わ た る

杉元●先生は健康増進法の生みの親といわれていますが、そも

そものいきさつをお話ください。

国民の健康づくりや生活習慣病の予防を効果的に進めるため、国や自治体、

個人の取り組むべき事項を定めた健康増進法。2003年5月に施行されて丸1年

が経過するが、法律の生みの親である高原亮治元厚生労働省健康局長に、医

療ジャーナリストの杉元順子氏が成立までの内幕を聞いた。

21世紀だから「健康日本21だ！」

と叫んだのがキャッチコピーに。

財団法人医療機能評価機構副理事長

高原 亮治 氏

インタビュアー：医療ジャーナリスト

日本医学ジャーナリスト協会副会長

杉元 順子 氏

健康管理体制をつくるべきだということで、この2つが大きな柱

になっています。

杉元●健康日本21の中では喫煙が非常に問題視されていますね。

高原●それまで手をつけてなかったことが、たばこでした。禁煙

をライフワークにしている望月友美子氏が当時の公衆衛生院か


